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報告資料 2 

第 5回 地域づくり部会 会議概要 

日 時 令和 2年 8月 27 日（木曜） 午後 3時 10 分～午後 4時 00 分 

会 場 豊栄地区公民館 大講堂 

出 席 委 員
五十嵐委員、澤委員、神田委員、本間委員、阿部（勝）委員、山賀委員、

工藤委員、小池委員、菅原委員、鶴巻委員、村山委員 11人 

欠 席 委 員 なし 

事 務 局

関 係 課
菊地建設課長、古寺北出張所長、地域総務課（中川課長補佐、高田） 

会 議 要 旨

1 令和 2年度自治協議会提案事業「北区交通マップ作成」について 

掲載項目について、案をもとに以下のとおり協議しました。 

 〔主な意見〕 

【表面】 

 ・地図には観光地や市の関連施設の情報を掲載した方が良い。 

 ・文字は大きすぎても見えづらい。 

 【裏面】 

 ・バスの乗り方について、掲載スペースが限られるなかで、文章

だけでの説明となってしまい、分かりにくい。 

・バスの乗り方はバス車両に掲示するなど、各バスで対応すればよ

いのではないか。 

  →区バス・住民バスは乗り方チラシの作成配付や区役所だより

への掲載などを行っている。 

・バスの乗り方を削除し、高齢者向けの情報を充実させた方が良い

のではないか。 

・高齢者向けの事業を紹介しているが、文字ばかりで分かりにくい。

   事業の対象年齢やバスが分かりやすいように、事業を表にして表

してはどうか。 

 ⇒次回部会にて、事務局案をもとに再度検討。 

以上
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第 5回 福祉教育部会 会議概要

日 時 令和 2年 8月 27日（木） 午後 3時～午後 4時

会 場 豊栄地区公民館 大講堂

出席委員 清水委員、樺山委員、相馬委員、藤沢委員、佐久間委員、 5人

欠席委員 梅津委員、神田(恭)委員、小林委員、平松委員、中嶋委員 5人

事 務 局
川崎課長（健康福祉課）、立川主幹（豊栄地区公民館）、小林教育支援セ

ンター長、高野・深沢（地域総務課） 

会議要旨

(1)令和３年度自治協議会提案事業について
今回の本体会議資料を各自検討いただき、次回以降の部会で議論する

こととしました。

(2) 令和 2年度自治協議会提案事業「福祉教育部会だより」について
◆保護者・子ども向け担当 

担当委員が作成した保護者向け４ページの内容確認を行い、必要な修

正を行うこととしました。 

子ども向け２ページとともに修正内容の確認を次回行うこととしま

した。 

◆応援団向け担当及び福祉担当 

内容について意見交換を行いました。 

応援団向け…①子どもとスマホの関わりなど ②コミュニケーショ

ンの大切さ ③新型コロナウイルス感染症 の3点につ

いて参考資料を配布した。大まかな内容はこれらを参考

にして進めていく。形になった段階でまた全員で検討し

ていく。 

福祉…7月に提案した赤ちゃんふれあい体験事業など子どもに関係し
た内容で確定。レイアウト等を検討していく。
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第５回 自然文化部会 会議概要 

日 時 令和２年８月 27日（木曜） 午後 3時 30 分～午後 4時 30 分 

会 場 ビュー福島潟 

出 席 委 員
阿部(美)部会長、本間(久)副部会長、赤間委員、松田委員、黒川委員

原委員、本田委員、渡邉委員

欠 席 委 員 皆川委員 

豊 栄 高 校 片桐教諭、美術部生徒４名

事 務 局

関 係 課 等

産業振興課（山際課長、村山係長）、ビュー福島潟（佐藤事務局長）、 

区民生活課（高橋課長）、地域総務課（長谷川課長補佐、伊藤副主査） 

会 議 要 旨

〇福島潟のＰＲ動画作成について

作成する動画の企画案等を話し合った。

●訴求対象 福島潟のことをこれまで知らなかった人

●コンセプト 訪れたい福島潟

●テーマ 福島潟の自然と歴史

●配信方法 You Tubeや twitterなどを活用
●動画の長さ ３～５分

動画の撮影日程は豊栄高校が調整することとし、撮影は豊栄高

校と自然文化部会、ビュー福島潟、事務局が協力して行うことと

した。

協働の出発として豊栄高校の生徒、委員、クイクイで集合写真

を撮影した。

＜主な意見等＞ 

・福島潟の水の音など、これまでにない視点のコンテンツを入れ

られると良い。

・福島潟で活動する人たちの映像や思いなどを入れてはどうか。

・動画を最後まで見てもらえるかは最初の５秒間の映像にかかっ

ている。最初はインパクトのある映像で目を惹くと見てもらえ

るのではないか。

・福島潟の自然は多くの人を感動させる魅力がある。自然の魅力

をＰＲすることでより多くの人に見てもらえると思う。

・ラムサール条約啓発活動も加えてもらいたい。

・今回出た意見等を踏まえつつ、高校生ならではの視点・感性を

活かした動画にしてもらいたい。

・委員として、作成過程で協力できるところは積極的に参加して

いく。


